
※ 本 来 ⾷ べら れるに もか か わらず 捨 てら れる⾷ 品 のこと。（ ⾷ 品 廃 棄 物 に は ⾷ 品 ロスの ほ か 、⿂‧⾁ の⾻ な ど⾷ べられ な い 部 分 が 含 ま れる。）

‧ 本市の⾷品ロス量は減少傾向にありますが、燃やすごみの中には
依然として多くの⾷品ロスが含まれています。

‧ ⾷ 品 ロスは 家 庭 及 び事 業 者 の 双 ⽅ から発 ⽣しており、その 削 減 のた めには
⾷品の⽣産から、製造、販売、消費に⾄るサプライチェーン全体で取り組む必要があります。

‧ ま だ ⾷ べ ることが できる ⾷ 品 が 、⽣ 産 、製 造 、販 売 、消 費 の 各 段 階 に お いて ⽇ 常 的 に
廃 棄 され 、⼤ 量 の「 ⾷ 品 ロス ※」が 発 ⽣しています。

‧ ⾷ 品 ロスの 発 ⽣ は 、⾷ 品 その もの が 無 駄 となるだ けで なく、その ⽣ 産 から廃 棄 までに
⽤ いられ た 多くの 資 源 やエ ネル ギー の 無 駄 に もつ な がるもので、その 削 減 は「 持 続 可
能 な 開 発 ⽬ 標（ S D G s ）」の ⼀ つに 掲 げられており、国 際 的 に も重 要 な 課 題 です。

‧ この⾷ 品ロスの削 減に向 けて、令 和 元（2 0 1 9）年 1 0 ⽉に施 ⾏された「⾷ 品ロスの削 減の
推 進 に 関 す る 法 律 」に 基 づ き、市 ⺠ 、事 業 者 、⾏ 政 等 の 多 様 な 主 体 の 連 携 に より、
計 画 的 に ⾷ 品 ロスの 削 減 を推 進するた め 、令 和３（ 2 0 2 1 ）年２⽉ に「 ⾦ 沢 市 ⾷ 品 ロス
削 減 推 進 計 画」を策 定しました 。



暮らしの中で⾷ べきり、使いきりを実践し、事業者の取り組みを理解するとともに、
過度の鮮度志向の⾒直し等、消費者としてできることに取り組むよう努める。
※市⺠以外の消費者を含む

目標年を令和12（2030）年度とし、国の削減目標を
踏まえ、新たな数値目標を設定しました。
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施策①  

施策②  

市⺠が、⾷品ロス削減の必要性を理解し、
⾷品ロスを発⽣させない⾏動に移すことが
できるよう、継続した普及啓発を実施します。
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施策③

施策④

市⺠‧事業者との連携協⼒のもと、
未利⽤⾷品の活⽤や販売、外⾷等で
発⽣する⾷品ロスの削減を推進します。
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施策⑤

施策⑥

市⺠（消費者）、事業者、関係団体、⾏政等
各主体が積極的に削減対策に取り組むと
ともに、相互に情報共有及び連携できる
体制を整えます。
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施策⑦

⾷品ロス削減の対策を実施した上でも
⽣じる⾷品廃棄物については、
適正な再⽣利⽤に取り組みます。

‧ 過 剰 ⽣ 産 の 防 ⽌ や、期 限 の 迫った ⾷ 品 の 値 引き等 売り切りの ⼯ 夫 、
未 利 ⽤ ⾷ 品 のフードバンクへの提供等、積極的に⾷品ロスの削減に努める。

市⺠、事業者、関係団体等との連携強化を図り、推進体制を整備するとともに、
求 められる役割を実践する市⺠や事業者が増えるよう、各種施策を積極的に実施する。

‧ 市⺠（消費者）、⾏政等と連携協⼒して⾷品ロス削減の取り組みが推進されるよう努める。


